



北欧 3 カ国 4 都市（＆パリ）に見る色彩とジェンダー
人間科学部　星 野 　 澄 子　
Ⅰ　調査目的・調査期間・調査地 etc. について












































男を●と▼との 2 つの組み合わせで，女を●と▼と▲との 3 つの組み合わせで表示しているところに
注目してください。「男はズボン／女はスカート」いう西洋服のジェンダーに由来するマークを使わず










































































　［30］と［308］は，初めて夕食に reindeer（トナカイ）と catfish のお料理を注文した，オスロの
レストラン内トイレの図柄です（0/09/0）。ここにも「DAMER」」「HERRER」の文字が付されてい
ます。女性用には，当時の美の基準に適合するよう身体を締め上げたコルセットが，男性用には外出時
の帽子が描かれています。このような図柄を見ると，ヨーロッパ社会のトイレは，身体をきれいに整
え，広義の化粧をするための場だったことが窺えます。ちなみに日本の住宅では，洗面所，風呂場が分
かれて隣接し，さらに家の端の離れた場所に厠があって，その「厠」が「便所」を経て今ではほとん
ど「トイレ」「化粧室」「お手洗い」などと呼ばれるようになりました。「便所」を「お手洗い」や「化
粧室」と呼び変えるのは，遠まわしの婉曲的な言い方なのではなく，ヨーロッパ社会の広義のトイレ
（Toilets,Toilettes,Toiletten）の構造から導かれる用語であることが，オスロでコルセットのマークを見
てさらに納得できました。
　［56］と［5］は，ヘルシンキ市内にある大聖堂内トイレの文字です（0/09/3）。「D」と「M」
の文字のみが付されている無味乾燥なものです。
　（2）男性が脚を開いた立ち姿のマークのあるトイレ
　［069］は，パリのメトロ，フランソワ・ミッテラン広場（place）駅に珍しくあったトイレのマーク
です（0/09/06）。けれど壊れていて使えない状態でした。脚を開いた男性の立ち姿は，明確に男性と
分かる良いデザインだと思います。
　［33］は，コペンハーゲン空港内トイレの案内標識です（0/09/08）。濃いグレイ地に黄色で描かれ
た脚を開いた立ち姿の男性と隣に並ぶ女性。一瞥して分かります。男女色分けを必要としません。
　［083］も，コペンハーゲン空港内トイレの案内標識です（0/09/06）。現代では，女性もズボン（パ
ンツ）を着用することが多くなり，ズボン姿を男性の属性とすることには問題があります。けれどパリ
とコペンハーゲンで脚を開いた立ち姿のマークを目にしたときから，これならズボンを履いても男性の
生物学的性差は表れていると実感しました。パンツスーツ着用の女性がこのような姿勢をとることは，
ほとんど考えられないからです。女性がスカート姿らしいのはやや気になるところですが，スパッツや
ジーンズとスカート状のものを重ね合わせて着る《埴輪ちゃんルック》を，おしゃれと実用を兼ねて楽
しむこともあることを考えると，このマークが直ちに，「女性とは，スカートを着用する人のこと」と
いう発想には繋がらないでしょう。ほぼ 2 週間にわたってヨーロッパでトイレ関連の数多くの色彩とマ
ークを観察してきて，これが最も良いアイディアであると現時点では考えています。
Ⅳ　結び
　数年前まで日本社会で，学童のランドセルの色は，《男の子は黒／女の子は赤》と決められていまし
た。けれど，赤と黒は特別な色です。スタンダール著『赤と黒』において，赤は高僧を表し，黒は軍人
を表しており，野心に富んだ主人公，ジュリアン・ソレルがどちらの道を歩むのか，2 つの道を暗示し
ています。また，黒は喪服の色でもあり，赤は警戒色，婚姻色を表すものでもあります。世界的に見て
このような特別の色を，日本社会で《男女別・色分けシステム》に用いるのは妥当性を欠くものと言わ
ざるを得ません。さいわい，ランドセルについては 2 色の強制はなくなりつつありますが，トイレや旅
館の風呂場の表示では今なお，赤と黒，エンジと紺などの 2 色によって男女を識別しています。
　ピンクとブルーというジェンダー・カラーによる男女区分けシステムは，日本社会に蔓延する悪しき
慣行であり，次世代の子どもたちにとって乳幼児期からの色彩感覚の発達を阻害するものであることは
否定できません。男女の識別を必要とするとき，安易に 2 色で分ける日本的慣行が改められることを切
に願うものです。
83
1578，1579，1580：9月 14日（金）
帰国後すぐに写した三鷹駅
構内のトイレのマーク
1002，1003：9月 3日（月）
オペラ座近くの中華レストラン（パリ）
1460：9月 12日（水）
ヘルシンキの郵便局ムーミンショップで
0935，0946：9月 1日（土）
パリ，オペラ座通りにある公共の男女共用トイレ　街路樹の間
にある。男女色分けはない。
1014：9月 4日（火）国鉄サン・ラザール駅にて
男女色分けによるジェンダーも西洋服（男はズボン，女はスカ
ート）によるジェンダーも持ち込まず，生物学的性差をデザイ
ン化した最高のアイデアと思う。
1079，1080，1081：9月 6日（木）
パリのシャルル・ド・ゴール空港にて
0972：9月 2日（日）　
パリのPalaisdeJustice（裁判所）にて
男女とも茶系色のタイル貼りになっている。
1037，1038：9月 5日（水）
パリのＵＮＡにて
男女ともブルーで文字のみ
84
1001：9月 3日（月）　
パリ，ロートレックオペラHロビー内
1139：9月 8日（土）
ベルゲン空港内
1207：9月 9日（日）
ベルゲン，クルーズ船内
1278，1279，1280：9月 10日（月）
ベルゲン空港内で
0971:9 月 2日（日）
0972 と同様　PalaisdeJustice 内のトイレの表示
1049：9月 5日（水）
パリ，夕食を摂ったレストランにて
1276：9月 10日（月）
ベルゲン空港で
1384，1385：9月 11日（火）
ヘルシンキ空港で
85
1058：9月 6日（木）　
パリ，シャンゼリゼ通りの白い文字
0978：9月 2日（日）
パリにある小さな公園内のトイレ
1100：9月 7日（金）
コペンハーゲン市役所で
1046：9月 5日（水）
パリのショッピング街にある建物内のトイレのマーク
エンジ色の地はこれだけ
1349，1350：9月 11日（火）
ムンク美術館内
1386：9月 11日（火）
ヘルシンキ空港で
1410，1411：9月 11日（火）
ヘルシンキのホテル（コンチネンタル）内で
1459，1461：9月 12日（水）
郵便局ムーミンショップにて。このトイレの使用には 1ユーロ
が必要（でも，OUTOFORDERの貼り紙が…）。
86
1560，1561：9月 13日（木）
トランジットのフランクフルト空港で
0981，0982：9月 2日（日）
パリのリュクサンブール公園前にあるカフェテリア地下 1階に
あるトイレのマーク「POUSSEZ（押す）」の文字が。
1178，1179：9月 9日（日）
ベルゲン，クルーズ船内
1262，1263：9月 10日（月）
ベルゲンのホテル（グランド・テルミナス）内で
1307，1308：9月 10日（月）
オスロのレストラン　男性用（左）　女性用（右）
1516，1517：9月 13日（木）
ヘルシンキ市内の大聖堂にて
1069：9月 6日（木）
メトロ，F.ミッテラン広場駅で。ただし故障中。
1133：9月 8日（土）
コペンハーゲン空港内のトイレの案内標識
8
1083：9月 6日（木）コペンハーゲン空港内トイレの案内標識
男性が脚を開いた立ち姿
パリとコペンハーゲンの何箇所かで見た。この男性と女性のマー
クは一番すぐれていると思う。
